
　下水道事業の財政状況は、人口の減少による使用料収入の減少や施設の老朽化による更新費用の増大
など、厳しさが増しています。
　このような状況の中、将来にわたって市民サービスを安定的に継続するための指針として「御前崎市
下水道事業経営戦略」を策定しました。
※市ホームページから本経営戦略をご覧いただけます。

今後の取り組み
　広域化・共同化を検討しつつ、民間の資金やノウハウの活用、施設の長寿命化などを進めるにあたって
は投資の平準化や施設の合理化に取り組みます。また、一般会計に過度に依存することのないよう適正な
使用料への見直しを検討するなど、経営改善に取り組んでいきます。

照　会　上下水道課　☎０５３７�１１２６

■下水道事業の経営状況（令和元年度決算）

　下水道使用料で維持管理費を
賄えておらず、一般会計繰入金
で補てんしています。
　当期純利益9,846万4千円は
今後の設備投資の財源として蓄
えます。

　毎年、多額の企業債を返済し
ており、一般会計繰入金で賄っ
ています。収支不足額7,704万
円は内部留保資金などで補てん
しました。

■経費回収率 経費回収率とは、使用料で回収すべき経費をどの程度賄えているかを表すものです。
健全な経営を行うためには、100％以上であることが望ましい指標です。

■近隣市の下水道使用料　１期分（２カ月40立方メートル使用した場合)

御前崎市　3,520 円／月 菊川市　5,280 円／月 掛川市　5,676 円／月

維持管理費
3億3,402万5千円
（26.3％）

減価償却費
8億5,214万円
（67.0％）

その他費用
424万円
（0.3％）

支払利息
8,095万円
（6.4％）

支　出
12億7,136万5千円

建設改良費
6,922万9千円
（15.6％）

企業債償還金
3億7,505万1千円
（84.4％）

支　出
4億4,428万円

下水道使用料など
2億1,402万9千円
（15.6％）

一般会計繰入金
4億9,165万円
（35.9％）

長期前受金戻入
6億5,514万3千円
（7.8％）

その他収入
500万7千円
（0.3％）

国補助金
400万円
（0.4％）

収　入
13億6,982万9千円

受益者負担金
470万円
（1.3％）

一般会計繰入金
2億7,000万円
（73.5％）

出資金
6,344万円
（17.3％）

企業債
2,610万円
（7.1％）
国補助金
300万円
（0.8％）

収　入
3億6,724万円

【収益的収支】

【資本的収支】

１㎥の汚水処理のために生じる損失  165.2円

下水道使用料単価� 87.94 円 /㎥

汚水処理原価�  253.14 円 /㎥
× 100 ＝ 34.7％ 66％

目標値（令和７年度）

御前崎市下水道事業経営戦略を策定しました御前崎市下水道事業経営戦略を策定しました
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